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る， 3)彼らが 「今， ここで」の場に持ち込んでき た所属集団の規範を理解する， 4)3)の
規範を受容するために 「私は，私であらずして私であ る」 の基本過程の中で，「私でないも
の (notme)」を感受す る。5)米談者や患者の「今，ここで」身体性が凝楳してきた後，
彼らから表現された対象希求の量と質に応じた応答を行うであった。




心理療法と カウンセリン グは， 一人の作業 と二人での作業か ら成る。当初の事例性の有無
の確認作業では，他者と共に在る場所に於いて存在する来談者や患者の主体性が立ち上がっ
ていなくてはならない。そして．そのためには，私たちカウンセラ ーや心理療法家 自身の主
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S., 1893, p. 289: Fenichel, 1939. p.305)。本論においては，この「意識から無意識へ」の前段















“力動心理学 (Dynamicpsychology; D.P.) は，客観的な心 (psyche)の力動概念に基づ
いた，人の体験する心 (mind)と行動の科学研究である。この定義は 同語反復である












私たちにとって，英国の小児科医であり精神分析家の ウィニコット (Winnicott,D.W.) 
が彼の診療のなかで，神経性胃炎や過敏性腸症候，月経不順といった身体症状を伴った，












引き起こす脅威や，人格が崩壊する脅威が常に存在している”。(Winnicott,1965, p. 156) 
ウィニコットは，客観的対象としての心 (psyche) を，「身体部位，感情，そして機能に
関して，個人が想像 して精緻化した内容物」 (Winnicott,1975, p. 244) と定義し，「空想」，
「内的現実」 そして 「自己」と同義に用いている。また，人の主観体験としての心 (mind) と
身休感覚の統合物を「身体に留め置かれている心 (psychein-dwelling in the soma)と呼び，












の身体との相互関係は個人の発達の早期位相を構成している”。(Winnicott.1949. p. 244) 
ウィニコットは 自己感の中核が，早期の母親一乳児関係性から出現すると指摘している
がそれはひとつの身体感覚一心の統合物という考えを含んでいる (Abram,J. 1996. p. 265)。
“後年の発達段階において人は生きた身体がその限界を伴い，内側と外側とを伴っ





そして， もし仮に，これが早期の発達段階で十分ならば 在ると いう感覚と自分自身の体の





(Winnicott, 1949, p. 245) 
“乳児の世話の十分に適切な技術なしには，新生児にはなんの成長のチャンスもない。十
分に良い恨話を伴って，環境ー個人相互作用に於いて在ることの重心 (centreof gravity) 
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2-3. 人が人になる二者一対の人間関係の体験
ウィニコットは，次の発達位相の課題を， 「二つの身体に於ける対象関係」体験により人
が人になることであることを見出した。乳幼児だけでな <. 成人にな って も，「今． ここで」
の二者の関係が実現されていることの重要性は．カール ・ロ ジャース が 「心理的接触
(psychological contact)」を，人格変化のための対話過程の第一番目に置いたところにもあ
らわれている (Rogers,C.. 1956/1992. p.828) 




(Winnicot, 1975 [1952], p. 99.) 














価値を置き ，今，ここで， 自分が所属している社会的空間それ自体の在り 処を明 らかにして
きている。上田の著作を引用してそれを示す。
“ヨーロ ッパの近代は，デカルトを引き 合いに出すと，一番出発点がはっき りしますが，
「我恩うゆえに我あ り」です。..「我思うゆ えに我あり」とい うことが最も確実な知識の










とい うのがハイデッガーの考え方です。 ••• もうひとつは，ご存じの ようにマルテ ィン・ ブ
ーバーの 「我と汝」という 考え方です。 これは 「我」 が最初にあっ て，他者に「汝」と し
て関わるというのではない。最初から 「我と汝」という向かい合った 「間」．これが人間
存在の基本的なリアリティであるという考え方です。”
（上田 2000, p. 19-20) 
‘「私と言う」基礎的事態は，単純化すれば，「（自分を指して）私は，（相手に向かって）
私です」。もっとも単純化すれば「私は，私です」となる。それは平板連続的に 「私は私




れている。「私は」と言って 区切り を入れて， 自分のなかに風通しができて，あらため
て「私です」。 あるいは「私は」と言っ てそこで一旦深呼吸をして（「我」を忘れ），そ
のように して I私」 に 「私な らざる」切れ目が入り 風が通って， 開けた広いところから
（それは他者と共に居る 「場所」であるとともに，実はもっと広大なとこ ろである…），あ
らためて 「私です」。その際「私」 の 「私な らざる」 とこ ろは．「私なら ざる」他者を う
けいれ，自然に満たされる脱自的空間になっている。この「私ならざる」ところは， 「私
です」が何処から成立してくるか相手が誰であるかが決まってくるところでもある。.,
（上田， 2000, p. 15-16) 
“世界の二重性：「人間として生きること」の基本的な場所性を少し具体的に見るために，
ハイデッガーの 「世界内存在」 という考え方に基本的に賛成した上で． しかしそこに根本
的な変容を加えたいと 思います。ハイデッガーは「世界」という人間の在る場所を 単
に 「世界」と言ってすませずに その構造を 彼の難 しい術語で言うと， 「意味連関の総
体である」と 言いました。それは私が先はど言いましたように，意味の総枠と言って包
括的な意味空間と言っていいと思います。”
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ロイト 以来の理解に加えて， 体に刻まれた記憶． すなわち身体水準での反応を扱うこ とが必




カウンセラーは， 彼らの， そして共鳴を通して自 らの もの としての心的外傷の身体水準での
反応に耐える工夫が要請される。禅仏教は，その経験の積み重ねから，個人の主体性を喚起
し，維持することを助けるものとして 逆腹式呼吸法ないしは気功呼吸法を構成している。
以下に その実例を示す （作者不詳， 2017)。
練功墓礎と温養 掌は左右を離して も付けて も良い。呼吸は鼻で吸い，鼻で吐 く。 掌
を上げる時に吸い，下げる時に吐く 。リズムは動画よ りも多少早 くても遅 くても 自然に合
わせて良い。これを 1分半から 2分行う 。その後，下丹田を温める。掌を直接肌に当てて
も良 し． 離しても良い。頭も心もリラック スして， 身体に気功と言う 動作によ る習慣を作
っていく 。自然である事，頭と心が先走らず．コ ッコッと身体を養っていく 。上下に掌を
移動させると言うよりも楕円を描く動きで， 心では丸い円を描く 感じで気に留めておく 。
練功模魚 模魚（もぎょ）水面に掌を置いてゆっくり と魚を捜し求める動作。要する
に滑らかに掌で円周を描いて行く 。気楽に単純な動作を楽しむ。全身のう ねる様な動き を
感じて楽しむ。1分から2分間，摸魚という練功をする。その後は温養を下丹田で行う。
温養は同じく 1分から 2分で良い。呼吸方法は掌を自分の身体にカンナを引く様に引き寄




させ，下丹田に気を蓄える。天人地の三オの気を練 りあげて球体として掌に作 り， 中丹田
に優 しく温かく納める。心の深部まで天地人の温もりが浸透して癒されていく 。動作は動
画位の速度で も良いし もっと一つ一つに時間 をかけても良いが，深追い しない事を勧め
る。全体を 1分から 3分で収めたい。
天地流通， 人柱浄化 頭からつま先ま での全身を天地の気を流通させて人柱を浄化す
る。身体を包むオーラの浄化．心，想念の浄化．身体的なエネルギーの浄化をする。濁気
を排泄して清浄で光明なエネルギー を全身に隈なく 満た していく。 外ばか りに気を向けて
いる生活から 自己の身体や意識エネルギーに意識を向ける大切な時間を増や していく 。
動作そのものは 1分から3分を限度と する。初心者は毎日数分間続けていく習慣作りが大
















































ての行動を始める前に， クライエン ト役を取る学生 と，それを観察する学生を含む集団 を，
上記の理解に基づいて， 想定できる諸クラス全体集団を 「場所」に置き，その中のサブグル













ったものに変化していく過程に注目した。クライ エン トが発声 しだ情報の外側に，彼女の個
人境界が存在しているものとして扱うのである。したがって，言うまでもな く，クラ イエン
トの個人境界の奥に向けて発言するのは，クライ エントからその要請が来たと きに限られた。












Ll; 話している内容が 的外れなよ‘な どんどんズレが広がって行ってしまう体験 の
ことですね？ （下線部 3)





業での） 試行カウンセリングの検討会の時に S-B君の逐語を見た時に 40秒の沈黙と書
いてあったから その 40秒の沈黙の時って S-B君がどんなこ とを考えているのかな？











来談者は， カウンセラーとして 自分が困ったことを語り（下線部 1), さらに，問題を解





























使うことに逃避すること」 (Winnicott,1965/1989, p. 177) を強化してしまい，彼／彼女の主
体性を薄くしてしまう 。それが起きている。
続く，下線部2では指導者は，いわゆる共感的理解を示そうとして情報処理が難しくな
った点だけに焦点を当てたがクライエントは，それに対して下線部 3で「はい」と 言っ て
いる。ここでカウンセラーは，情報処理が難しいだけでなく， 来談者と「共に一人で在る こ
と」が難しくなったことが問題として語られた。





















ことを知った。こう して試行カウ ンセリ ング実習者から成る検討会と本クラスの，課題の同
一性が確認された。そこで筆者は，本クラス集団独自の作業に入る準備ができたと判断し，
























が各々の場での集団課題， 集団規範が同一な らば，個人の集団同一性は強化さ れ， 個人の
作業は，それらの集団体験を有効に活かすことができることが示された。この規範は，人
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つの人間的な世界へと （認識して，反応して） 組織化する準備とな るものである。この生
来の性質は，現代の発達心理学によって科学的に発見されてきているものである。"
(Carta, 2009, p. 4) 
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表在感覚 ：触覚（触れた感じ）． 温党（暖かさ）． 冷覚 （冷た さ）， 痛覚 （痛さ） ．食感． くすぐった さなど
深部感党：位個覚 (1本の各パーツの位倍）．運動覚 （関節運動の方向・運動の状態）．重電党（墜力の大きさ）・
IT覚 （押さえられた感じ）．深部痛振動覚などを感知する感覚




3. 特殊感覚 ・視覚（目 で見る）， 聴宜 (lj.で聞 く）， 味覚， 嗅‘虻，前庭感覚（平衡感党）
視覚：光を網膜の細胞で神経活動梢報に変換し 脳で処坪する什糾み
聴覚： 音波を内耳の有毛細胞で神経活動情報に変換し，脳で処理する仕組み
味覚：食べ物に含ま れる化学物質の情報を，舌， 咽頭，喉頭蓋な どの味覚細胞で神経活動情報に変換し，脳
で処理する仕組み
嗅覚 ：鼻腔の奥にある嗅細胞で． 空気中の化学物質 （揮発性物質）梢報を神経活動情報に変換し，脳で処理
する仕組み
蔀庭感覚 .'f衡感覚 ：内耳の半規管などで．頭部の傾 き．動 き（加速度）などを神経活動情報に変換し，脳
で処理する仕組み
